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■近年、地球温暖化の影響による夜温の上昇に伴い、ブドウの着色不良が問題となっています。

■宮崎県のブランド品目である「サニールージュ」でも着色不良がみられます。

■「サニールージュ」の着色向上を目的に、環状剥皮処理を行いました。

写真1：環状剥皮処理

所属名：果樹部

赤系ブドウ「サニールージュ」の着色を向上する環状剥皮処理

関連普及技術カード：平成30年前期、関連事業名：温暖化対応品種の選定と生理障害への対策技術確立（県単）
研究期間：平成28年～29年

背景・目的

環状剥皮処理により着色を向上できます。

■満開30-40日後に1cm幅で主幹部に環状剥皮処理を行うことで果皮色が向上しました。

成果の内容

成果の活用方法(又は期待される効果)

■着色良好な果房が栽培でき、品質が向上します。

■普及対象地域・面積 児湯地域 栽培面積 6.9ha

留意点

■剥皮部位はテープで保護し、1ヶ月程度で除去します。

■適正着果量を厳守します（8房 / m）。

表：環状剥皮による果実品質

写真2：果房の色（左、中：環状剥皮、右：無処理）
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